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含年2年目となづた、ハロウィン ．

のか（まちゃ。やよいのあかりの玄
悶前で、利用者の皆さんをお出迎
スしまじた�:.·. . ... ••• ·.• .. .. ...... .. ....

......
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令年も干年園さんと、レストラン．：
E"aJ&J.al}さんに、かまちゃを販売
することができました�:>:::: ::=: / / :// :}:>: :):=: <= :}:\:)(:{=: 

今後の課題として、公告、チラシなとを作り、もう少し早
くから販売のお知らせをすると良かったと思っています。·
また、：：ホ ー ムペ:..:...ジ＇も活用して、広く→般の方からも購入
希望をとれるように、検討していきます；

そして何よ以来年は美昧しく食べられるハロウィンか
ぼちゃを盗難を防いで作りだいと思います。： ：． 

そして、ひょうたん。不思議なご縁で、すばらしいひょう
たんの師匠に出会うことができました。お米作りの傍ら、も
う何十年も趣昧でひょうだんの栽培と加工をされている
方です•，見学に同うと、いろいろなひょうたん作品と：出会
うことができました¢また、合年の試みは盗難等により失
敗したことを伝えるとなんと30個もの処理済みのひょう
たんを譲ってくださり、来年以降の技術指導も受けていた
だきました。ありんこ農業部はこれからも頑張ります。
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令月の外部研修は拓光園
.. <・ 形虞後等ア（サービスセソター

「ばすてる」に行って参りまし
だ：。

生活介護と併設されてい
て、賑やかさの中に時閻や空
閻を上手に工夫して活動して
いることが印象的でした。

また、課題分析として事業
所・学校・家庭のアセスメント
をとり、段階に応じたチェック
シ ートを つけ、細やかな支援
が行われていることがとて
も勉強になりました。

特に お互いの事業所を利
用する子供たちの羞替え、食
事等のサポ ートの仕方が孤立
してガラパコス化しないよう
にするための事業所問の連
携の必要性を感じ、これから
も定期的にこのような研修
を企画していくことができれ
ばと思っています。

ご多忙中にもかかわらず、
職員の方々の懇切丁寧な対
応ありがとうございました。
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科Jまでお四I'くださI_,、9

予約は不要ですが、ワクチンがなくなり次第終了させてい
ただきます。また、12歳以下の方、2回自の接種が必要な方の
み、ワクチンの確保のため、予約をさせていただきます。

なおインフルエンザの予防接種につきましては、児童デイサー

ビスやよいのあかり利用者様は、ご希望により事業所での接
種につきましてもご相談ください。

恐れI,ヽりますが'. ;-m1牛7"(7)お問含サは

nTT?-qn-?77 4担当 一戸由佳
「いちのへ耳瓢科」診察情部

土罐日の午前は、接種を行っておりません。
休診日は、日祝日の他、偶数週の土曝日と奇数遁の木曜日で
す。

受付時間は、 8:00-12:$0 . _12:30-18:QQ 
診療開始は＼午前は9:15から、午後は、15:00からとなっており
ます。
詳細は、『いちのへ耳靡科』で検索するか、下記参照ください。
http://sv01.e-junban.com/ichinohe/ichinohe1/ 
ht t ps:/ /it p. ne.jp/inf o/020402915101341730/ about/ 

施設見学

• 
安全祈願祭

児 童 デ イ サ ー ビスやよい
のあかりでは、寒い冬の到来
を前に、これまで大きな事故な
く事業所運営 ができたことの
感謝、そして、今後の利用者様
と職員の安全を祈願して、安
全祈願祭を 行 い ました。当 日
は事業所休業E3でしたが、職
員も集まり、神主様の祝詞にて、
御祓いをしていただきました。

ー同身の引き締まる思いで
した。
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病院実習を終えて
5月から続いていた病院の

実習 が、10月いっぱいで終 
了した。振り返れば6か月間
はあっという間で、1可とかこ
こまでこれたことは、本当に
奇跡だと思う。

夫は私が看讀学校に入っ
てから、 私が資格を取るまで
の2年間は、「チ ー ムいちの
へ」で頑張ろうと言ってくれ、
毎日の家事や育児を全面的
に行ってくれた。いつの間に
か料理も洗濯も掃除も上手
になり、息子や娘との閲わり
も増えた。特に料理の腕前
は、煮込み料理や鍋物など、
私はかなわない。そして私も
また、病院の実習を通して、
視野を広げることができた。
法人の運営にあたって、この
ことはいずれ大きな意昧を 
もつと思う。

これからやっとまた、午前 
は法人の仕事をして、午後学
校に行くというスタイルに戻
る。そして、いよいよ来年2月
には資格試験を迎える。

ここまできたら、どうして
も合格したい。いや、しなけ
ればならない含まで感じな
か ったプレッシャ ー に、押し
つぶされそうになることも
ある。けれど、自分で選び 、
家族や周りの人に支えられ
て過ごした2年間を無駄に
するわけにはいかない。

すでに気力も1本力も限界
に近いが、おそらく人生最後 
の学生生活、残り4か月ほど
を楽しもうと思う。

そして来年資格を取得し
た後は、家族や法人、私を支
えてくださった皆さんにご
恩返しができるよう、精いっ
ぱい努力をしていきたいと 
思っている。

できるかできないかでは 
なく、やるかやらないか。

私は最後まで諦めないで
やってみようと思う。

すると不思議といろいろ
なところから、救いの手は必
ず伸びるのだ。




